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1少数語数の応答文
鈴木雅光
1　はじめに
　応答文を調べてみるとYes／Yes，　sirfNoJ’m　notなどのように、1語から3語
の少数の語数で応答する場合がある。1語文は文字通り最小語数であるが、
本稿でいう少数語数とは1語から3語までである。
　本稿は少数の語数を用いて応答する文を調査し、少数語数はどの位の頻度
で現れるのか、どのような場合に現れるのか、また応答文が長くなるのはど
ういう場合かを検討する。
　資料はJeffrey　ArcherのNPM（Not　a　Penny　More，　Not　a　Penn．v　Less）に現れ
るyes－no疑問文に対する応答文の例を利用したが、必要な場合は、他の資
料からの引用もする。
2　語数
　NPMにはyes－no疑問文に対する応答文の例は113例あった。応答文の型
は鈴木（2005）の分類によると以下の4種類になるが、［13例の例文数、頻度
は表のようになる。
例文数 頻度（％）
Yes－no型応答文 74 65
含意yes－n・型応答文 27 24
Ofcourse型応答文 ll 10
非yes－n・型応答文 1 1
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　それぞれの頻度を見ると、鈴木（2005）で用いた資料（例文数388例）では、
yes－no型応答文は52％、含意yes－no型応答文は28％、　of　course型応答文は8
％であったものが、．VPMの資料だと、含意yes－no型応答文とOf　course型応
答文ではあまり変化はないが、yes－no型応答文の頻度が13％増えているこ
とが分かる。また、鈴木（2005）では非yes－no型応答文の頻度は10％であっ
たのが、、VPMの資料ではわずか1例しかなく頻度は1％と極端に低いこと
が分かる，
　本稿では、4種類の応答文のうち一番頻度が高いyes－no型応答文の語数を
検討することにする。
2．1　1語文
　普通、疑問文よりは応答文の方が語数は少ない。その理由は、応答では不
要な情報は省略され、必要最低限の情報を与えればよいからである。必要最
低限の情報はYesかNoの1語文で述べられることが多い。
（1）Did　you　hear　ali　that？
　”Yes．”　－M）M（176）
　（「そのことをみんな聞いたの」「はい」）
（2）“Ilave　you　had　any　contact　with　anyone　else　who　was　involved　in　the　company？”
　　No．　－NPM（71）
　（「その会社のその他の関係者と接触がありますか」「いいえ」）
　疑問文と応答文が1語と1語の最小語数でやり取りされる場合がある。こ
の種の例では疑問文は、当然、動詞＋主語の形式は取っていない。応答文は
YesかNoであることが多いが、それ以外の例もある。
（3）　Haivey？
　　Yes．　－NI）Adl（40）
　（「ハーベイか？」「はい」）
（4）Dead？
少数語数の応答文 3
　　Yes．　　ACF（89）
　（「死んだ？」「はい」）
（5）　Really？
　　Yes．　－NLF（19）
　（「本当？」「ええ」）
（6｝　Sixpence？
　　ぐ　　　　　　り　　No．　一　（元MB（32）
　（「6ペンス？」「いいえ」）
　このように応答文はYesかNoというように必要最低限1語で用が足りる
のである。1語文は含意yes型応答文で、疑問文の語をそのまま繰り返す場
合に現れることがある。
（7）　Everything？
　　Everything．　－ACF（150）
　（「みんなか？」「みんなです」）
（8）Understood？
　　Understood，　一？VLF（130）
　（「分かった？」「分かった」）
（9）Promise？
　　Promise．－IVLF（76）
　（「約束？」「約束です」）
2．2　1語文・2語文・3語文の頻度
　NPMの資料ではyes－no型応答文は74例あり、そのうちYesの応答文は
47例、Noの応答文は27例となっている。　Yesの応答文、　Noの応答文の平
均語数を調査してみた。1語文とはYesやNoのように答えるもの、2語文
とはOh．　yesやYes，　sirのように答えるもの、3語文とはYes，　I　doのように答
えるものである。
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Yesの応答文［47］
例文数 頻度（％）
1語文 13 28
2語文 16 34
3語文 5 ll
　1語文、2語文の頻度はそれぞれ30％前後あり、両方で62％である。2語
文はYes、　siri’Oh，　yes／Yest　HaiveyというようにYesやNoにsirやohや名前を
加えているだけであり、内容は実質的に1語文に近いものである。Yes－no疑
問文は普通YesかNoの情報を聞き手に求めるものであり、肝腎な答はYes
かNoのみで足りると言えよう。従って1語文と2語文が多いのはこのよう
な理由からである。
　1語文、2語文に3語文を加えると、全体の73％を占めており、応答文は
7割以上が3語以内の語数で占められていることが分かる。3語文はYes，
thank　you／Yes，　1’m　fineのような例であった。
　一方、Noの応答例27例の内訳は次のようになっている。
Noの応答文［27］
例文数 頻度（％）
1語文 5 19
2語文 2 7
3語文 2 7
　27例中、1語文と2語文で26％を占め、これに3語文を加えると、全体
の33％を占める。すなわち、応答文は3割以上が3語以内の語数で占めら
れていることが分かる。
　1語文、2語文、及び3語文の少数語数の応答文と4語以上の応答文を比
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較してみると、少数語数の応答文はいわば型にはまった表現であり、ほぼ予
想できるような表現形式である／・／4語文以上になると、言い方が多彩になり、
予想は困難になる。
　2語文、3語文には、強調や丁寧などの配慮がなされる場合がある。強調
では驚きを示す間投詞のohや強調のofcOurseなどが付く。
（1）　Have　vou　ever　seen　her　be　fo　re？
　　Oh，　yes．　一，VLF　d　3）
　（「以前彼女に会ったことがありますか」「ええ、ありますとも」）
（2）Did　she　ask　about　package　tours？
　　Oh、　no．　－NL／7（13）
　（「彼女はパッケージッアーについて尋ねましたか」「いや、ありませんで
　した」）
（3）Will　that　be　acceptable？
　↓‘　Ofcourse，　sir．　一∧IDM（172）
　（「それは受け入れられるだろうか」「もちろん受け入れられますとも」）
　YesやNoのぶっきら棒な言い方を避けて、丁寧になるとYesfNoの後に主
語動詞が付く。（4）の例は、目上と目下の会話、（5｝は電話の会話、（旬は初
対面の会話であり、いずれも丁寧な応答が必要とされる場面である。
（4）　Do　I　have　to　tell　you？
　　Yes　you　do．　－TGR（86｝
　（「言わなければならないのか」「はい、お願いします」）
（5）Th▲s　is　Jason　Curt▲s．　Is　Dr．　Taylor　there？
　“No，　she’s　not．”－NLF（200）
　（「ジェイソン・カーティスと言いますが、テイラー先生はそちらにいら
　っしゃいますか」「いいえ、おりません」）
（6）Ai－e　you　one　ofthe　new　nurses？
　“N・，　1’m　not．t’　－A（LF（44）
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　（「君は新しい看護婦の1人ですか」「いいえ、違います」）
　Yes－no型応答文では少数語数で答える例が多かったが、これに対して、含
意yes－no型応答文と非yes－no型応答文では語数が増える、この2型の疑問
文はYesやNoで答えられない分、説明を要するので、それだけ語数が多く
なる。含意yes－no型応答文の平均語数は7」語、非yes－no型応答文の平均
語数は16であった11。
　4種類の型の平均語数をまとめてみると次のようになる。
Yes－no型応答文 4．3
含意yes－n・型応答文 7．1
Ofcourse型応答文 2．8
非ves－no型応答文　ン 16
　他の資料での調査）でも、yes－no型応答文とof　course型応答文は語数が
少なく、含意yes－no型応答文と非yes－no型応答文が多くなるという結果が
得られるから、この平均語数は4型の傾向を示しているものと言える。
3　応答文の語数が多くなる場合
　疑問文より応答文の語数が多い場合もある。Yesでの応答47例、　Noでの
応答27例、合計74例で、応答文が長い例はYesでは9例、　Noでは7例、
合計16例あった。応答文の方が長い例は全体の約21％である．
　応答文が短いのは肝腎な答はYesやNoで足りるからであると既に述べた
が、応答文が長い場合にもそれなりの理由が考えられる。応答文の語数が増
える例を見ると、質問に対してYesかNoかの情報を一次情報とすると、追
加的な二次情報を付加し、情報量を増やす場合である。追加的な二次情報を
付加し語数が増えるのは、会話を円滑なものにするために必要である。
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d）　Is　Room　120　free？
　　Yes．　sir、　they　checked　out　this　morning，　but　rm　not　sure　lf　iゼs　ready　for
　occupancy　yet．　－　M）M（177）
　　（「120号室は空いていますか」「はい、空いております。今朝チェックし
　ました。でももう準備ができているかどうかは確かではありません」）
　この例においてもしYes，　sirで応答が終了したとすると、会話は不自然で
ある。話し手は部屋を予約することを目的としているのであるから、聞き手
はそれに対応しなければ会話の役目はなさないことになる。Isn’t　it　hot　here？
と発せられたことに対してYesと答えるだけで、窓を開けるなどの行為をし
なければ、聞き手は気の利かないやつだと思われるであろう。
　次の（2）一（4）においても、追加情報は対話の円滑さから言って、好ましい。
もしNoのみで対話が終了すると、その場の雰囲気は良好なものとはならな
いであろう。
（2）Do　you　have　many　friends　in　London？
　　No，　I　have　one　or　two　buddies　at　Oxford　from　my　Harvard　days，　but　I　haven’t
　yet　made　contact　with　many　people　in　London．－NPM（45）
　（「ロンドンにはたくさんの友人がいますか」「いいえ、オックスフォード
　にはハーバード時代の友だちが1人か2人いますが、でもまだロンドン
　ではあまり人には接触しておりません」）
（3）　Is　he　expectlng　you？
　“No，　but　I’11　have　a　word　with　him　on　the　house　phone，”－NJ）M（179）
　（「彼はあなたをお待ちですか」「いや、でも内線電話で彼と話をします」）
（4）　Do　you　know　Wagner’s　operas？
　No，　the　only　opera　ofhis　I’ve　seen　is‘Lohengrin’．－Quirk　et　a1．（1985：362）
　（ワーグナーのオペラを知っていますか。いえ、ワーグナーのオペラで見
　たのは「ローエーグリーン」だけです）
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4　Yesの応答文とNoの応答文の語数
　Yesの応答文とNoの応答文を比較すると、興味深いことが分かる，：Noの
応答文は断わる理由を付加するケースが目立つのである。拒否の強さを緩和
する弁明として付加するものと思われる。相手に気を遣う分、Noの応答文
は語数が増えるのである、
（1）Kat　looked　at　her　watch．　L‘rd　better　get　dressed．”
　“Can’tyou　spelld　the　night　here’～”
　“No、　1’m　riding　to　the　hospital　with　Paige　in　the　morning．“She　gave　him　a　wami
　kiss．－NLF（273）
　（カットは時計を見た。「服を着た方がいいわ」「ここで夜を過ごせないの」
　「だめよ、朝、ペイジと病院に車で行くのよ」彼女は彼に熱のこもったキ
　スをした）
（2）Do　you　want　to　spend　the　nlght　on　my　yacht，　Lloyd？
　　No　thanks．　I　must　get　back　to　Nice．　I　have　a　meeting　ill　Paris，　France，　tomorrow
　lunch．　一了V1）M（206）
　（「ロイド、私のヨットで夜を過ごしたくないですか」「いえ、けっこうで
　す。ニースに戻らなければならないんです。フランスのパリで会合があり、
　明日ランチがあるんです」）
　今井（1995：122）は、招待や勧誘、許可の要請を丁重に断わる場合、相手の
意向に添えないから語数が多くなることを指摘し、断わりの例として、次の
例をあげている。
（3）a．That’s　very　kind　of　you，　but　rm　afrald　1’m　booked　up　for　that　day．
　　（ありがとう。でも残念ながらその日は予定がありますので）
　b．Not　that　I　mind　it、　but　lt　seems　smoking　is　prohibited　here．
　　（私はかまわないんですが、ここは禁煙のようです）
　これに対して、Yes応答文は相手に賛意を示すわけであるから、相手に気
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を遣うことが少ない分、余分なことは言わなくてすむ。従って、語数は少な
くなるのである、
5　まとめ
本稿で述べたことをまとめると次のようになる、，
‘1疑問文よりは応答文の方が語数は少ない。応答は必要最低限の情報を
　与えればよいからである。
②必要最低限の情報はYesかNoの1語文で述べられることがある’J
⑥疑問文と応答文が1語と1語の最小語数でやり取りされることがある。
④応答文は1語文、2語文、3語文の少数語数で応答されるものがYesの
　応答文では73％、Noの応答文では33％である。
⑤応答文に3語文以内の少数語数が現れるのは、ohやof　courseが付く強
　調やYes／Noの後に主語動詞が付く丁寧表現の場合である。
⑥含意yes－no型と非yes－no型応答文はYesやNoで答えられない分、説明
　を要するので、語数が多くなる。
⑦応答文が長いは例は約21％である。追加的な二次情報が付加されて情
　報量が増える場合長くなる。追加的な二次情報は会話を円滑にするため
　に必要である。
⑧Noの応答文の方がYesの応答文より語数が多くなる傾向にある。これ
　は拒否の強さを緩和する弁明として語数が増えるためである。
（注）
（1）非yes－no型応答文の例はNPMでは1例しかなかったので、平均語数と
　は言わないだろう、
（2）本稿では触れないが、いくつかの資料では既に調査済みである。
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